
皐

界

動

静

ア
ル
タ
イ
皐
の
現
欣

村

七

郎

山
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こ
こ
に
「
ア
ル
タ
イ
撃
の
現
状
」
と
い
う
表
題
を
か
か
げ
た
が
、
以
下
に
の

べ
る
と
こ
ろ
は
讃
者
が
表
題
か
ら
期
待
す
る
も
の
と
は
お
そ
ら
く
か
け
は
な
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
強
め
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。
ア
ル
タ
イ
撃
の

現
吠
を
っ
た
え
よ
う
と
志
向
す
る
が
、
こ
こ
に
述
べ
る
も
の
は
筆
者
の
自
に
映

じ
た
そ
れ
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
分
野
に
お
け
る
園
際
諸
率
者
の
業
績
に
全
面

的
に
目
を
通
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
の
で
、
き
わ
め
て
不
満
足
な
ア
ル
タ
イ
事

現
状
像
し
か
提
供
し
え
な
い
こ
と
に
た
い
し
讃
者
の
御
寛
恕
を
請
う
次
第
で
あ

る。
い
っ
た
い
ア
ル
タ
イ
皐
と
は
な
に
か
。
ひ
ろ
い
意
味
で
は
ア
ル
タ
イ
諸
民
族

の
言
語
・
歴
史
・
民
族
皐
的
研
究
を
ふ
く
む
が
、
狭
い
意
味
で
は
ア
ル
タ
イ
諸
民

族
の
言
語
の
研
究
を
さ
し
、
も
っ
と
も
狭
い
意
味
で
は
ア
ル
タ
イ
諸
言
語
の
相

互
関
係
を
研
究
す
る
撃
問
、
つ
ま
り
ア
ル
タ
イ
比
較
言
語
皐
の
こ
と
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
、
ゲ
ル
マ
ン
皐
(
ド
イ
ツ
語
。

R
S
S
E
-
r
)
や
ス
ラ
ヴ
闇
宇
(
ド
イ

ツ
語

2
2
5
-
r
)
が
由
闘
い
意
味
で
は
ゲ
ル
マ
ン
系
な
い
し
ス
ラ
ヴ
系
諸
民
族

の
言
語
・
歴
史
・
民
族
率
的
研
究
を
さ
し
、
狭
い
意
味
で
は
そ
れ
ら
の
言
語
の

研
究
を
さ
し
、
も
っ
と
も
狭
い
意
味
で
は
ゲ
ル
マ
ン
系
な
い
し
ス
ラ
ヴ
系
諸
言

語
の
相
互
関
係
、
系
統
的
諸
関
係
の
研
究
、
つ
ま
り
ゲ
ル
マ
ン
比
較
言
語
皐
い
ス

ラ
ヴ
比
較
言
語
皐
を
さ
す
の
と
似
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
方
で
は
最
も
狭
い
意

味
の
ア
ル
タ
イ
皐
と
他
方
で
は
〆
ル
マ
ン
撃
、
ス
ラ
ヴ
皐
と
の
あ
い
だ
に
ひ
と

つ
の
、
か
な
り
大
き
い
ち
が
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
後
者
に
お
い
て
は
ゲ
ル
マ

ン
な
い
し
ス
ラ
ヴ
諸
言
語
聞
の
親
族
関
係
が
透
明
さ
れ
確
立
さ
れ
て
い
る
の
に

た
い
し
て
、
前
者
に
お
い
て
は
ア
ル
タ
イ
諸
言
語
聞
の
親
族
関
係
は
い
ま
詮
明

途
上
に
あ
り
、
そ
れ
に
た
い
す
る
否
定
的
な
見
解
を
と
る
事
者
(
ア
ン
チ
ア
ル

タ
イ
ス
ト
〉
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
述
べ
る
「
ア
ル
タ
イ
事
」
は
最
も
狭
い
意
味
の
そ
れ
で
は
な
く
、
狭

い
意
味
の
そ
れ
を
さ
す
こ
と
に
す
る
。

ア
ル
タ
イ
系
言
語
と
は
な
に
を
さ
す
か
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
生
ん
だ
ア
ル
タ

イ
ス
ト

G
・
I
・
ラ
ム
ス
テ
ッ
ト
(
一
八
七
三

l
一
九
五

O
。
名
前
自
鰻
は
北

ド
イ
ツ
語
で
「
烏
・
町
」
を
意
味
す
る
〉
は
、
は
じ
め
モ
ン
ゴ
ル
語
、
ト
ル
コ
語

〈
つ
い
で
な
が
ら
チ
ュ
ル
ク
語
と
書
く
人
も
あ
る
が
、
こ
う
書
く
と
こ
の
民
族
名

の
頭
音
が
刊
で
あ
る
よ
う
な
誤
解
を
ひ
き
お
こ
す
お
そ
れ
が
あ
っ
て
ま
ず
い
。

従
来
の
よ
う
に
ト
ル

コ
と
呼
ん
で
非
常
に
不
都
合
な
事
態
が
う
ま
れ
る
わ
け
で

な
い
。
ソ
連
で
は
ト
ル
コ
一
諮
一
般
を

4
5匂
貝
円
一
民
国
出
国
臼
巴
同
と
呼
び
、
ト
ル
コ

共
和
園
の
ト
ル
コ
語
を
吋
可
官
民
国
内
田
町
出

ωEh
と
呼
ん
で
い
る
。
後
者
は
ト
ル

コ
共
和
国
を
ロ

シ
ア
語
で

吋
一
弓
民
民
国
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
来
て
い
る
J
、
満
洲

・
ツ
ン
グ
l
ス
語
を
ア
ル
タ
イ
系
言
語
の
う
ち
に
ふ
く
め
て
い
た
が
、
後
に
朝

鮮
語
を
も
そ
れ
に
含
め
る
に
い
た
っ
た
。

氏
は
宮
品
目
OFSω

品。一白

ω
O
円
安
恥

町一ロロ
0
・
0
E
m
z
g口
市
戸
〈
口

H
Q
S∞
)
に
夜
表
し
た

m
m
g
R
Z
oロ
任
命
穴
O
円。釦ロ

F
g
m
E
m刊
に
お
い
て
は
じ
め
て
「
朝
鮮
語
は
ア
ル
タ
イ
系
言
語
の
枝
」
と
い

う
設
を
提
出
し
た
。
つ
い
で
な
が
ら
同
じ
設
を
最
初
に
提
出
し
た
の
は
ソ
速
の

異
才
E
・
D
・
ポ
リ
ワ
l
ノ
フ
(
一
八
九
一
!
一
九
三
八
)
で
あ
っ
た
。
氏
は

一
九
二
七
年
「
朝
鮮
語
と
『
ア
ル
タ
イ
』
諸
語
と
の
親
族
関
係
の
問
題
に
つ
い

- 93ー
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て
L
(
X
U
田
市
内
、
富
田
〉
同
何
回
、
同
巾
富
田
回
目
白
H
R

の
の
の

P
円巾
』】
国
国
〈
ア
J
『

-

M
内
叫
門
戸

Z
0・
5
ー
ロ
:
辺

2
2
2召
曲
h
H
U
N
〆
句
司
・ロ
ヨ

H
N
E

こ
の
論
文
は
一
九
六

八
年
モ
ス
ク
ワ
刊
の
「
ポ
リ
ワ

l
ノ
フ
一
般
言
語
民
主
制
集
』
に
採
録
さ
れ
て
い

る
。

一
五
六
1

一
六
四
ペ
ー
ジ
)
に
お
い
て
朝
鮮
語
と
ア
ル
タ
イ
系
諮
言
語
と

の
あ
い
だ
に
親
族
闘
係
の
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
論
設
の
し
か
た
は
翌
年
設
表

さ
れ
た
ラ
ム
ス
テ

ッ
ト
の
論
文
の
そ
れ
に
甚
だ
近
い
。
つ
い
で
な
が
ら
ポ
リ
ワ

l
ノ
フ
は
同
じ
年
に
ト
ル
ク
メ
ン
語
と
ヤ
ク

|
ト
語
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
、

原
始
ト
ル
コ
語
に
長
母
音
が
存
在
し
た
と
す
る
説
を
提
出
し
、
こ
れ
は
後
に
一

連
の
撃
者
に
よ
る
検
討
を
へ
て
定
説
と
な
っ
た
。
ポ
リ
ワ

l
ノ
フ
と
ラ
ム
ス
テ

ッ
ト
は
朝
鮮
語
の
系
統
に
つ
い
て
凋
立
に
、
同
じ
よ
う
な
説
に
到
達
し
た
の
で

あ
る
(
一

一人
の
奉
者
が
濁
立
に
同
じ
設
を
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
皐
界
に
お

い
て
稀
な
こ
と
で
は
な
い
。
わ
が
園
で
は
「
有
坂
〈
秀
世
)
法
則
」
な
る
も
と

に
知
ら
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
古
代
日
本
語
の
音
節
結
合
の
法
則
(
一
種
の
母
音

調
和
の
法
則
)
が
池
上
頑
造
氏
に
よ
っ
て
「
図
語
・
園
文
」
第
二
容
第
十
鋭
、

一
九
三
二
年
に
、
有
坂
秀
世
に
よ
っ
て
「
図
語
と
国
文
筆
」
、
同
年
十
一
月
放

に
後
表
さ
れ
た
。
雨
論
文
の
内
容
が
酷
似
し
て
い
る
の
は
驚
く
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
法
則
に
有
坂
の
名
だ
け
を
冠
す
る
の
は
不
公
卒
で
あ
る
〉
。

朝
鮮
語
を
ア
ル
タ
イ
系
言
語
に
加
え
る
考
え
は
次
第
に
有
力
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
こ
こ
で
も
ア
ル
タ
イ
諮
語
と
い
う
と
き
ラ
ム
ス
テ
ッ
ト
に
従
っ
て
、
朝
鮮

語
を
ふ
く
め
る
こ
と
に
す
る
。

現
在
ア
ル
タ
イ
系
言
語
と
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
ト
ル
コ
、
モ
ン
コ
ル
、
満

洲
・
ツ
ン
グ
l
ス
及
び
朝
鮮
語
の
四
グ
ル
ー
プ
の
言
語
、が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
の
親
族
閥
係
が
設
明
済
み
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
英
国
の
ク
ロ
l
ゾ
ン

卿
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ン
ツ
イ
ン
グ
氏
、
ド
Z

ル
フ
ァ

l
氏
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ノ

l

ル
氏
、
ソ
連
の
シ
チ
ェ
ル
パ
ク
氏
ら
は
そ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
そ
れ
ら
は
「
ア
ル
タ
イ
系
諸
言
語
」
(
〉
]
E
n
Zロ
m
E四
g)
と
呼
ば

れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
ア
ル
タ
イ
系
諸
言
語
」
と
い
う
ば
あ

い
、
そ
の
呼
稽
が
ま
だ
係
件
的
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
言
語
の
研
究
が
各
国
に
お
い
て
現
在
、
ど
の
よ
う
な
欣
況
に
あ
る

か
を
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
は
筆
者
の
意
図
で
な
い
。
筆
者
の
目
に
ふ
れ
た
と

こ
ろ
を
以
下
し
る
す
に
と
ど
ま
る
。

ト
ル
コ

語

研
究

ユ
ネ
ス
コ
の
援
助
の
も
と
に
刊
行
さ
れ
た
司
『
ニ

O
E
m
z
o
叶

E
5
n
z
m，
E
a

含

B
g
g
(ト
ル
コ
・
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
l
の
基
礎
)
第
一
容
言
語
編
(
ウ
ィ
l
ス

パ
l
デ
ン
、

F
・
シ
ュ
タ
イ
ナ

l
書
庖
一
九
五
九
)
、
第
二
容
文
皐
編
(
一

九
六
四
)
(
第
三
谷
歴
史
編
は
未
刊
)
が
刊
行
さ
れ
て
以
来
の
目
ぼ
し
い
業
績

と
し
て
ソ
連
科
翠
ア
カ
デ
ミ
ー
言
語
皐
研
究
所
が
刊
行
し
た
古
代
ト
ル
コ
語
辞

典
』
吉
田
Z
2
5℃
民
円
同
国
障
の
包
囲
曲
目
】
『
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
編
者
は

V
・
M
・
ナ
デ
リ
ャ
1

エ
フ
(
何
の
事
位
、
稽
腕
も
持
た
な
い
が
そ
の
賞
力
は

ソ
連
ト
ル
コ
事
者
の
中
で
も
き
わ
だ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
非
常
に
け
ん
そ

ん
な
撃
者
)
、

D
-
M
・
ナ
シ
|
ロ
フ
(
有
名
な
ト
ル
コ
筆
者
、
バ

ッ
ハ
音
幾
の

愛
好
家
故

V
・
M
・
ナ
シ

l
ロ
フ
の
甥
〉
、

E
・
R
-
テ
ニ
シ
ェ
フ
、

A
・
M

-
シ
チ
ェ
ル
パ
ク
氏
。

一
九
六
五
年
初
夏
筆
者
が
言
語
撃
研
究
所
を
訪
れ
た
と

き
、
同
僻
典
の
編
さ
ん
が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
約
二
世
間
語
を
ふ
く
む
こ
の
僻
典

は
古
代
ト
ル
コ
語
の
研
究
に
と
っ
て
不
可
飲
の
文
献
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は

フ
ォ
ン
・
ガ
ベ
ン
先
生
の
『
古
代
ト
ル
コ
文
法
』
付
録
の
語
会
や

S
-
A
-
マ

l
ロ
フ
の
『
古
代
ト
ル
コ
語
文
集
』
の
付
録
語
奨
に
た
よ
っ
て
い
た
の
で
あ

る

。

・

- 94ー

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

M
・
レ
セ
ネ
ン
氏
(
『
ト
ル
コ
語
音
韻
史
資
料
』
『
ト
ル
コ
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語
形
態
論
資
料
』
の
著
者
)
の
『
ト
ル
コ
語
語
源
僻
典
習
作
』
ハ
冨
ω
H
E
河
宇

田陣ロ

g-
〈

Rgnvaロ
g
a
u
B
o
-
o
m』
聞
各
自
宅
町
立
刊
号
口
口
宮
田
内
田
町
円
、
叶
院
長
名
-

gnrg-
出
色
回
目
回
目
巳
岡
田
町
由
)
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
表
題
は
、
ラ
ド
ロ
フ
の

『
ト
ル
コ
方
言
僻
典
習
作
』
〈
〈
市
町
田
口
n
r
gロ
g
君。
H
g
H
V
5
7
2
ι
m
H
吋
昨

Hra

u
u
F
2
4
を
想
い
出
さ
せ
る
。
こ
の
僻
奥
に
つ
い
て
は
、
江
上
波
夫
、
山
田

信
夫
氏
及
び
筆
者
も
参
加
し
た
第
九
四
国
際
常
設
ア
ル
タ
イ
曾
議
〈
P
I
A

C
、
イ
タ
リ
ー
、
ラ
グ
エ
ロ
一
九
六
六
年
)
に
お
い
て
レ
セ
ネ
ン
氏
が
橡
備

報
告
を
行
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
世
界
最
初
の
ト
ル
コ
語
源
僻
典
で
あ
る
。
ラ

ド
ロ
フ
の
ト
ル
コ
方
言
辞
典
を
土
肇
と
す
る
こ
の
辞
典
は
五
三
三
ペ
ー
ジ
に
及

ぶ
も
の
で
、
ト
ル
コ
諸
方
言
の
語
形
を
比
較
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
ッ
ン
グ

l
ス

語
そ
の
他
の
言
語
の
語
形
と
の
比
較
を
行
な
い
、
ま
た
借
用
語
に
つ
い
て
は
そ

の
も
と
の
語
形
を
明
示
し
て
い
る
。
最
初
の
僻
典
だ
け
に
、
完
全
と
は
言
い
が

た
い
。
ド
イ
ツ
の
ト
ル
コ
象
者
d

ハ
ン
グ
の
流
れ
を
く
む
撃
波
は
ト
ル
コ
語
語
構

成
を
徹
底
的
に
究
明
す
る
が
、
そ
の
立
場
か
ら
見
た
な
ら
ば
、
レ
セ
ネ
ン
氏
の

こ
の
僻
典
は
不
徹
底
と
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
た
と
え
ば
密
接
な
関
連
が

疑
わ
れ
な
い
ト
ル
コ
諸
語

S
E
J
R
E
1
5〈
m
i
s
s
-
s
i
l
t三
「
ら
く

だ
」
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の

B
5
0
・四

g
「
ら
く
だ
」
と
は
車
に
並
記
さ
れ
る
だ
け

で
あ
り
、
雨
者
が
借
用
開
係
に
立
つ

の
か
そ
れ
と
も
共
通
祖
語
か
ら
の
共
同
遺

産
で
あ
る
か
と
い
う
黙
に
つ
い
て
は
レ
セ
ネ
ン
氏
の
見
解
が
示
さ
れ
な
い
の
は

物
足
り
な
い
感
じ
を
ぬ
ぐ
い
切
れ
な
い
(
筆
者
の
考
え
で
は
、
こ
の
例
で
は
、

東
部
ト
ル
コ
語

S
Jみ
が
西
部
モ
ン
ゴ
ル
語
に
借
用
さ
れ
た
と
き
、
母
音
問
の

v
が

m
に
出炭
化
し
た
〉
。

さ
い
き
ん
、
ク
ロ
l
ゾ
ン
卿
の
ト
ル
コ
語
語
源
僻
典
も
出
版
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
が
未
見
。
ソ
連
の
セ
ウ
ォ
ル
チ
ャ
ン
氏
(
一
九
七
一
年
夏
古
稀
の
呪
い
を

し
た
)
の
ト
ル
コ
語
語
源
辞
典
の
編
さ
ん
も
進
行
中
で
あ
り
、
ト
ル
コ
共
和
国

で
も
お
な
じ
仕
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
さ
ら
に
ベ
ン
ツ
イ
ン
グ

氏
(
現
在
、
マ
イ
ン
ツ
大
事
)
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
テ
ィ

1
ツ
ェ
氏
と
が
共

同
で
語
源
辞
典
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
を
イ
ス
タ
ン
プ
ー
ル
で
ベ
ン
ツ
イ
ン
グ

氏
か
ら
聞
い
た
の
は
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
ト
ル
コ
語
語
源
僻
典
は
モ
ン
ゴ

ル
語
、
ツ
ン
グ

l
ス
語
の
研
究
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
義
を
も
っ
。
他
方
、
そ

れ
ら
が
、
た
と
え
ば
フ
ァ
ス
マ
l
先
生
の
『
ロ
シ
ア
語
語
源
僻
典
』
(
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
グ
一
九
五
三

l
五
八
〉
の
水
準
に
達
す
る
の
は
相
笛
先
の
こ
と
で
あ
ろ

よソ。

『
古
代
ト
ル
コ
語
僻
典
』
の
編
者
の
ひ
と
り

A
-
M
・
シ
チ
ェ
ル
パ
タ
氏

|
|
ソ
速
の
若
い
世
代
の
ト
ル
コ
奉
者
|
|
の
『
ト
ル
コ
諸
語
比
較
音
韻
論
』

(
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
一
九
七

O
)
は
ト
ル
コ
語
音
韻
研
究
史
に
輝
ゃ
く
ラ
ド

ロ
フ
の
劃
期
的
な
『
北
方
ト
ル
コ
諸
語
音
韻
論
』

(20ロ伺
c
r
L
R
S丘
z
n
Zロ

、H，
e
g官
R
Zロ
-
Cぽ
N-mg∞ω)
以
来
の
諸
皐
者
の
研
究
を
総
括
七
、
新
た

に
ト
ル
コ
語
音
韻
を
僅
系
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
ト
ル
コ
皐
に
と
っ
て
近

来
の
大
き
な
牧
穫
で
あ
る
。

，
ソ
連
の
パ
ク

l
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
園
科
皐
ア
カ
デ
ミ
ー
が
「
ソ
ヴ

ィ
エ
ト
・
ト
ル
コ
皐
」
(
の
O
国
2
n
E国
叶
5
目出向
o
h
O
吋
民
国
〉
と
い
う
隔
月
刊
行

の
新
し
い
ト
ル
コ
拳
雑
誌
を
一
九
七
一
年
か
ら
後
行
し
は
じ
め
た
こ
と
も
大
き

な
出
来
ご
と
で
あ
る
。
ソ
連
一
流
の
ト
ル
コ
国
学
者
の
編
集
の
も
と
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
こ
の
雑
誌
の
内
容
は
言
語
事
閥
係
の
も
の
が
堅
倒
的
で
あ
る
。
一
九

七
二
年
第
一
貌
は
マ
フ
ム
ド
・
カ
シ
ュ
ガ
リ
特
集
腕
で
、
『
ト
ル
コ
語
僻
典
』

(
む
守
宮

-z岡
田
神
田
ヱ
院
長
〉
編
さ
ん
九
百
年
記
念
ソ
連
ト
ル
コ
由
宇
曾
議
|
l
一

九
七
一
年
十
月
上
旬
、
フ
ェ
ル
ガ
ナ
市
|
|
の
さ
い
の
護
表
を
集
め
た
も
の
で

あ
る
。
コ

l
ノ
ノ
フ
氏
(
科
撃
ア
カ
デ
ミ
ー
準
曾
員
〉
が
ト
ル
コ
撃
に
た
い
す

る
彼
の
貢
献
を
論
じ
た
中
で
、
同
僻
血
ハ
に
付
し
た
民
族
分
布
圏
中
の
チ
ャ
パ
ル
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カ
(
ヂ
ャ
パ
ル
カ
〉
を
「
日
本
」
と
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
に
謀
り
で
あ
る
。

古
代
ト
ル
コ
語
の
研
究
で
は

G
・
ア
イ
ダ
l
ロ
フ
の
『
八
世
紀
古
代
ト
ル

コ
語
の
オ
ル
ホ
ン
碑
文
の
言
語
』

(E
Z
R
O
官
oznR民
同
ロ
白
冨
雪
国

5
8回

泊方市田
Z
巾↓
5-vRnROB
ロ
snr冨巾出
z
o
n
d由
〈
口
阿
国
巾
目
白
一)
(
ア
ル
マ
ア
タ
一

九
七
一
〉

が
あ
る
。

突
廠
碑
文
研
究
の
新
文
献
の
ひ
と
つ
と
し
て
看
過
で
き

な
い
。
た
だ
三
六
七
|
三
七
七
ペ
ー
ジ
の
文
献
目
録
、
三
七
八
ペ
ー
ジ
の
文
献

略
腕
説
明
の
う
ち
、
英
濁
倒
語
に
か
ん
す
る
も
の
に
は
多
く
の
誤
植
が
見
ら
れ

る
の
は
残
念
で
あ
る
。
文
献
目
録
に
は
タ
リ
ャ
ト
・
テ
キ
ン
の

『
オ
ル
ホ
ン
・

ト
ル
コ
語
文
法
』
(
〉
凹

S
E
E
R
O向
。
Hrroロ
斗
ロ
吋
r
F
回一

cog-ロ
m
gロ

H

由
冨
〉

が
も
れ
て
い
る
。

一
九
六
八
年
六
月
中
旬
、
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
ラ
ド
ロ
フ
(
一
八
三
七

l
一

九
一
八
)
迫
憶
記
念
集
曾
が
あ
っ
た
と
き
の
護
表
を
集
め
た
も
の
が
『
ト
ル
コ

皐
論
集
一
九
七
一
年
』
(斗
5-vRO』
O『
室
内
円
問
国
罫
円
。
。
℃

E
由
民
同
由
斗
C
と
し
て

き
い
き
ん
護
行
さ
れ
た
(
モ
ス
ク
ワ
一
九
七
二
〉
。

ラ
ド
ロ
フ
著
作
目
録
、

ラ
ド
ロ
フ
閥
係
文
献
目
録
(
二
六
一
|
二
七
七
ペ
ー
ジ〉

を
ふ
く
み
、
朝
刊
田
亨

に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
個
所
が
あ
る
。

イ
ラ
ン
の
ト
ル
コ
ヨ問
、
ハ
ラ
ジ
韮
間
(
町
内
『
戸
田
}
阻
む
に
つ
い
て
ゲ

ッ
チ
ン
ゲ
ン
の

ド
ェ
ル
フ
プ

l
氏
は
精
力
的
な
研
究
を
行
な
い
、
一
九
六
九
年
に
は
自
ら
第
二

回
探
検
に
参
加
し
た
。
氏
は
ハ
ラ
ジ
語
は
母
音
の
長
さ
(
短
、
ト

l
γ
の
幾
ら

な
い
長
、
ト

1
ン
の
獲
る
長
〉
、
語
頭
に
}
回
目
(
占
，
に
さ
か
の
ぼ
る
〉
が
あ
る

黙
、
形
態
論
上
の
諸
特
徴
に
よ
っ
て
、
原
始
ト
ル
コ
語
の
お
も
か
げ
を
保
存

し
、
ト
ル
コ
諸
方
言
の
中
で
地
位
を
占
め
る
と
し
て
い
る
。
氏
の
ハ
ラ
ジ
語
研

究
閥
係
論
文
は
、

Z
D
M
G
一
八
一

l
て
の
三
月
三
可
g
含

百

-zmzu-

江
口
♂
〈
回
、
ソ
連
の
「
言
語
皐
諸
問
題
」
誌
一
九
七
一
年
一
腕
、
な
ど
に
護
表

さ
れ
、
ま
た
戸

ω
n
r
o
s
E『
F
ω
・吋
2
8ロ
と
の
共
著
烈
E
】
丘
自
民
男

E
Z

は
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
事
の

C
E
-
-
n
g
ι
E
E
n
お
ユ

F
口
問
と
し
て
愛
表

さ
れ
て
い
る
。

ド
ェ
ル
フ
ァ

l
氏
の
見
解
は
各
園
の
ト
ル
コ
摩
者
、
ア
ル
タ
イ
撃
者
の
検
討

を
う
け
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

毛
ン
ゴ
ル
語
研
究

。
。凹
'r1
・0
向日・
N
巾
同
の
手
に
成
る
チ
ベ
ッ

ト
語
オ
リ
ジ
ナ
ル
(
未
設
見
)
か

ら
の
モ
ン
ゴ
ル
語
謬
「
悌
陀
の
十
二
の
行
な
い
」
の
英
謬
、
注
、
研
究
が

N
・

ポ
ッ
ベ
氏
に
よ
っ
て
設
表
さ
れ
た
。
ボ
ン
の

ハ
イ
シ
ヒ
氏
の
編
集
す
る
『
ア
ジ

ア
研
究
叢
書
』
第
二
十
三
容
を
な
す
吋

Z

Z巴
話
借
包
∞
広
岡
邑
昏
曲
・
〉

B
S
m
o
-
-曲
目
〈

0
2
3
0同
子
市
亡
一
一
広
三
回

g
g・
ζ
ロ
ロ
四
c
z
g
件。
長
田
口
品

開口

m-27
同吋
同ロ目

Z
Z
Oロ
ゲ
可

z
r
r
G
Em
-MO司
司
巾
・
(
名
目
g
r白門
田
町
ロ
呂
田
叶
)
が
そ

れ
で
あ
る
。
初
期
モ
ン
ゴ
ル
文
語
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
貢
献
で
あ
る
。
氏

が
か
つ
て
事
び
、
数
え
た
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
闘
立
大
事
へ
の
ロ
シ
ア
語
献
呈
僻

を
谷
頭
に
付
し
て
い
る
の
は
、
印
象
的
で
あ
る
。
原
典
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大

事
東
洋
謬
部
図
書
館
臓
の
珍
ら
し
い
潟
本
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
潟
本
は
ウ

ラ
ン
パ

I
ト
ル
に
も
あ
り
、
そ
の
フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
は
イ
ン
ド
の
ラ
グ
ヴ
ィ
ラ
氏

に
贈
ら
れ
た
。
ワ
イ
ア

l
ス
氏
に
よ
る
書
評
が

』
O
R
E
-
oご
Z
〉
B
R
F
n
g

O
H
-
g
g
-
ω
o口広
g
g
-
H
Q
S
S
に
護
表
さ
れ
た
。

初
期
の
モ
ン
ゴ
ル
文
語
と
言
え
ば
、
ボ
ン
の

M
・
ワ
イ
ア
l
ス
氏
(
最
近
ボ
ン

大
事
の
数
授
に
な
っ
た
)
は
い
わ
ゆ
る
古
典
期
以
前
の
モ
ン
ゴ
ル
語
の
大
部
分

を
調
査
し
て
『
先
古
典
期
モ
ン
ゴ
ル
文
語
歴
史
文
法
研
究
』

(
C
E
R
E
n
y
g・

mmロ
N
c
aロ
O
H
r
u
g江田口
rmロ
。

g
g
g由
巳

r
ι
g
司
&
E曲目的
-
2
r
g
ω
n
r
-

HHPg口問
D
F
n
r
(
当
-gvm借
ロ
呂
町
也
)
を
出
し
た
。
ふ
つ
う
、
モ
ン
ゴ
ル
文

語
と
い
う
ば
あ
い
は
、
ウ
イ
グ
ル
字
で
奇
脅
か
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
記
録
を
さ
す
が
、

- 96ー
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ワ
イ
ア
l
ス
氏
は
、
そ
の
ほ
か
、
漢
字
で
書
か
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
記
録
(
元
朝

秘
史
、
華
夷
謬
一
車
問
〉
、
パ
ス
パ
字
モ
ン
ゴ
ル
語
記
録
を
も
ふ
く
め
て
い
る
(
筆

者
に
よ
る
書
評
は
「
言
否
問
研
究
」
誌
五
九
披
に
出
て
い
る
〉
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
リ
l
ゲ
テ
ィ
氏
に
よ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
記
録
集
(
宮
0

・

2
5
2
S
F
Z
m
E
m
玄
S
m
o
-
-
g刊
の

ozmng)
の
I
「
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
」

(
一
九
七
一
)
(
緒
言
、
序
文
、
ロ
ー
マ
字
鴻
篤
)
、

E
「
先
古
典
期
記
録

I
、
十

三
、
十
四
世
紀
」
(
一
九
七
二
〉
、
皿
「
パ
ス
パ
字
記
録
」
(
一
九
七
二
)
が
刊

行
さ
れ
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
右
の

E
の
語
索
索
引
二
冊
(
一
九
七

O
、
一
九

七
二
)
も
刊
行
さ
れ
た
。
数
年
後
に
中
期
モ
ン
ゴ
ル
語
僻
典
〈
フ
ラ
ン
ス
語
謬

付
き
)
を
出
版
す
る
務
定
と
い
う
。
中
期
モ
ン
ゴ
ル
語
研
究
に
劃
す
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
事
者
の
熱
意
は
大
き
い
。
リ
l
ゲ
テ
ィ
氏
の
「
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
」
鱒
寓
の

序
文
は
興
味
が
あ
る
。
氏
は
漢
字
音
誇
の
直
接
の
土
筆
と
な
っ
た
も
の
が
ウ
イ

グ
ル
宮
崎
本
で
あ
る
こ
と
(
わ
れ
わ
れ
が
以
前
か
ら
主
張
し
て
き
た
の
も
そ
れ
と

お
な
じ
〉
を
さ
ま
ざ
ま
の
根
竣
か
ら
透
明
し
て
い
る
。

お
な
じ
り
l
ゲ
テ
ィ
氏
の
編
さ
ん
し
た
冨
g
悶

o
z
g
ω
Z島
内
印
(
一
九
七

O
、
五
九

0
ペ
ー
ジ
)
は
「
第
二
回
モ
ン
ゴ
リ
ス
ト
園
際
大
曾
と
そ
れ
を
組
織

し
た
モ
ン
ゴ
ル
科
事
ア
カ
デ
ミ
ー
及
び
モ
ン
ゴ
ル
皐
者
に
俸
ぐ
L

と
献
呈
欝
の

つ
い
た
も
の
で
、
各
国
の
事
者
の
手
に
成
る
論
文
三
十
三
篇
を
集
め
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
論
集
は
重
要
な
論
文
を
ふ
く
み
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
研
究
家
に
と
っ

て
不
可
紋
の
も
の
で
あ
る
。
日
本
か
ら
は
服
部
四
郎
氏
の
吋
Z
F
g
m
H
Y
O同

〈
O
毛
色

m
S
M
u
s
s
-
Y向
。
口
問
。
-
(
原
始
モ
ン
J

コ
ル
語
の
母
音
の
長
さ
〉
と
筆
者

の
「
モ
ン
ゴ
ル
語
に
お
け
る
本
源
的
長
母
音
の
理
論
の
裂
展
」
(
ド
イ
ツ
文
〉
と

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
第
一
回
モ
ン
ゴ
リ
ス
ト
園
際
大
曾
(
ウ
ラ
ン
バ

l
ト
ル
一
九
五
九
年
〉
に
お
い
て
設
表
し
た
も
の
が
誤
植
が
あ
る
の
で
再
度

思
製
表
し
た
と
い
う
。
氏
は
「
言
語
研
究
」
ハ
三
占
ハ
放
、
一
九
五
九
年
)
に
、
注

を
つ
け
て
日
本
語
誇
を
愛
表
し
て
い
る
。
そ
の
裁
の
う
ち
、
モ
ン
ゴ
ル
文
語
愛

生
段
階
に
か
ん
す
る
部
分
〈
母
音
問
b
、

g
が
弱
ま
っ
て
、
そ
の
差
が
な
く
な

司
た
段
階
で
文
語
が
端
技
生
し
た
と
な
す
部
分
〉
は
ラ
ム
ス
テ
ッ
ト
の
「
モ
ン
ゴ

ル
語
の
唇
摩
擦
音
の
歴
史
に
つ
い
て
」

(
V
・
ト
ム
セ
ン
古
稀
記
念
論
集
、
ラ

イ
ブ
チ
ヒ
一
九
一
一
一
年
)
の
設
と
論
旨
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
る
。
筆
者
の
寄
稿

は
元
朝
秘
史
の
モ
ン
ゴ
ル
語
を
表
わ
す
漢
字
で
、
従
来

ι
0
2
3
を
表
わ
す

と
見
ら
れ
た
桑
と
多
の
う
ち
、
柔
は

&
2
0〉
、
多
は
品

0
2
3
を
表
わ
す

こ
と
、
十
四
世
紀
の
東
モ
ン
ゴ
ル
語
に
お
い
て
非
波
生
的
な
長
母
音
が
部
分
的

に
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
取
り
あ
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

前
出
の
ボ
ン
の
ワ
イ
ア
l
ス
氏
が
、
戦
後
、
数
度
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
放
行

し
、
モ
ゴ
ー
ル
語
に
か
ん
す
る
資
料
を
か
な
り
集
め
、
そ
の
研
究
を
ボ
ン
大
事

中
央
ア
ジ
ア
言
語
文
化
研
究
所
の
機
関
誌

N
g
R包
3
2
5
z
g
E
-
g
に

護
表
し
、
モ
ゴ
ー
ル
語
に
か
ん
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
準
備
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も

あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
氏
に
よ
れ
ば
、
モ
ゴ

l
ル
語
は
モ
ン
ゴ
ル
語
に
お

け
る
非
汲
生
的
長
母
音
の
存
在
の
透
明
を
提
供
し
な
い
、
と
い
う
。

エ
コ
ラ
イ
・
ポ

ッ
ベ
氏
(
前
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
事
、
戦
後
は
シ
ア
ト
ル
の

ワ
シ
ン
ト
ン
大
摩
、
現
在
は
退
職
し
た
が
大
事
の
研
究
舎
に
出
席
し
て
後
進
の

指
導
に
嘗
っ
て
い
る
、
と
い
う
)
が
、
ソ
連
を
去
っ
て
か
ら
ソ
連
の
モ
ン
ゴ
ル

皐
は
サ
ン
ジ
ェ

l
フ
氏
(
モ
ス
ク
ワ
の
東
洋
事
研
究
所
〉
、
ベ
ル
タ
ガ
l
エ
フ

氏
(
モ
ス
ク
ワ
の
言
語
拳
研
究
所
)
、
ト
ダ
l
エ
ワ
女
史
ら
に
よ
っ
て
代
表
さ

れ
て
い
る
。
前
の
二
人
は
ブ
リ
ヤ
l
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
人
で
あ
り
、
ト
ダ
i
エ
ワ

女
史
は
カ
ル
ミ
ュ
ク
人
で
あ
る
。
か
つ
て
、
ウ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
ツ
ォ
フ
、
ポ

ッ
ベ

氏
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
人
が
モ
ン
ゴ
ル
語
研
究
の
指
導
者
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

ロ
シ
ア
人
の
モ
ン
ゴ
ル
語
研
究
者
で
有
力
な
事
者
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
最

近
(
一
九
七
一
年
〉

T
・
A
-
ベ
ル
タ
ガ
l
エ
フ
氏
は
『
単
語
結
合
と
現
代
タ

- 97ー
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ー
ミ
ノ
ロ

ジ
l
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
材
料
と
し
て
』
(
モ
ス
ク
ワ
一
九
七
一
)

と
い
う
一
般
言
語
撃
的
な
性
質
を
も
お
び
た
小
著
を
脂
製
表
し
て
い
る
。

モ
ン
コ
ル
語
の
研
究
は
リ

l
ゲ
テ
ィ
氏
を
中
心
と
す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
撃
波

(ロ

l
ナ
・
タ
シ
、
カ
ラ
、
ベ

l
シ
ェ
氏
ら
)
、
ポ
ッ
ベ
氏
を
頂
貼
と
す
る
ア
メ

リ
カ
謬
源
(
ク
リ
ュ
l
ガ
l
、

J
・
ス
ト
リ
ー
ト
、

s
・
マ
l
チ
ン
ら
)
、
ハ

イ
シ
ヒ
氏
を
中
心
と
す
る
ボ
ン
撃
仮
(
ワ
イ
ア
l
ス
、
サ
ガ
ス
タ

1
氏
ら
、
西

ド
イ
ツ
で
は
さ
ら
に
、
ゲ

ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
皐
文
撃
部
の
数
年
前
に
開
設
さ
れ
た

ト
ル
コ

撃

・
ア
ル

タ
イ
拳
講
座
の
ド
ェ
ル
フ

7
1
氏
が
い
る
〉
が
園
際
的
に
活

動
し
て
い
る
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
生
成
文
法
の
立
場
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
語
を
研
究
す

る
+
右
い
モ
ン
ゴ
リ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
が
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
事
者
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
園
の
撃
者
と
の
あ
い
だ
の
交
渉

が
密
接
で
、
モ
ン
ゴ
ル
共
和
園
へ
の
銀
行
が
容
易
で
あ
り
、
方
言
撃
的
研
究
も

か
な
り
多
く
震
表
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
(
西
ド
イ
ツ
の
モ
ン
ゴ
リ
ス

ト
で
は
わ
ず
か
に
ワ
イ
ア
l
ス
氏
が
モ
ゴ
l
ル
語
の
現
地
調
査
を
行
な
っ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
)
。

ツ
ン
グ

l
ス
語
研
究

最
も
多
く
ツ
ン
グ
l
ス
系
種
族
を
擁
す
る
の
は
ソ
連
で
あ
る
か
ら
、
ソ
速
に

お
い
て
ツ
ン
グ
l
ス
語
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
の
は
笛
然
で
あ
る
。
レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
時
代
の
ポ

ッ
ベ
数
授
の
数
え
子
で
『
ツ
ン
グ

l
ス
・
満
洲
諸
語
比
較
音

韻
論
』

(
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
一
九
四
九
年
〉
の
著
者

V
・
I
-
ツ
イ
ン
ツ
ィ

ウ
ス
女
史
は
今
な
お
健
在
で
あ
る
。
ツ
ン
グ
l
ス
系
言
語
の
最
も
詳
し
い
す
ぐ

れ
た
文
法
は

V
・
A
-
ア
ヴ

p
l
リ
ン
氏
の
手
に
成
る
ナ
ナ
イ
語
文
法

I
(
一

九
五
九

)

E

(
一
九
六
乙
で
あ
る
。
有
力
な
北
方
ツ
ン
グ

I
ス
語
で
あ
る

エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
辞
典
ハ
エ
ヴ
ェ

γ
キ
・
ロ
シ
ア
僻
典
、
モ
ス
ク
ワ
一
九
五
八
〉

の
著
者
G
・
M
-
ワ
シ
レ
l
ウ
ィ
チ
女
史
、
南
ツ
ン
グ
l
ス
語
、
ナ
ナ
イ
語
の

辞
典
(
ナ
ナ
イ
・
ロ
シ
ア
僻
奥
〉
の
著
書
T
・
I
・
ベ
ト
ロ
ワ
女
史
の
業
績
は

き
わ
め
て
高
く
許
領
さ
れ
て
い
る
。
ソ
連
の
ツ
ン
グ

l
ス
言
語
皐
者
に
女
性
が

多
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
男
性
の
研
究

者
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
る
の
は
前
記
の
ア
ヴ
ロ

l
リ
ン
氏
と
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

の
言
語
皐
研
究
所
ア
ル
タ
イ
部
長
O
・
p
・
ス
l
ニ
ク
氏
で
あ
る
。
ス
l
ニ
ク

氏
に
は
「
ツ
ン
グ

1
ス
渦
洲
諸
諸
問
の
動
詞
」
(
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
一
九
六
二
〉

と
い
う
す
ぐ
れ
た
そ
ノ
グ
ラ
フ
が
あ
り
、
比
較
的
・
歴
史
的
(
通
時
論
的
)
立

場
か
ら
ツ
ン
グ
l
ス
諸
語
の
動
詞
活
用
の
諸
形
式
の
成
立
・
設
展
を
究
明
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
氏
の
説
に
は
大
臓
な
仮
設
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
と

見
ら
れ
る
が
、
鋭
い
洞
察
力
の
所
有
者
で
あ
る
。

ツ
イ
ン
ツ
ィ
ウ
ス
女
史
を
は
じ
め
、
ソ
連
の
ツ
ン
グ
l

ス
語
研
究
家
の
中
に

は
N
・
ポ

ッ
ベ
氏
の
弟
子
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ソ
連

の
ー
ー
ま
た
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
の
|
|
ツ
ン
グ

l
ス
語
研
究
に
と
っ
て
、
ポ

ッ
ベ
氏
の

『
ツ
ン
グ
l
ス
語
研
究
資
料
。

パ
ル
グ
ジ
ン
方
言
』
(
レ
ニ
ン
グ
ラ

ー

ド

一

九

二
七
〉
、
と
く
に
『
ソ

ロ
ン
語
資
料
』
(
レ
ニ
ン
グ
ラ

ー
ド

一

九

三
一
年
)
は
劃
期
的
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ツ
ン
グ

l
ス
語
研
究
に
た
い
し
て
大
き
な
刺
激
を
輿
え
た
の
は
比
較
的
・
歴

史
的
(
通
時
論
的
)
立
場
に
立
つ

K
-
H
・
メ
ン
ゲ
ス
氏
(
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
事
)

の
論
文
、
円

Z
P
R
Z
O口
g
仏口同日間】ロ

O向
子
叩
吋
E
m
5
5ロ
Z
5
・5
2
ι

8
5
0
8
E
S斗
』

E
g
t
o
g
o同
吋
ロ
ロ

m
g
の
B
E
E
R
-
戸白ロ間巳何回目
P
2
0・
3

0
宏
ω)
で
あ
る
。

ツ
イ
ン
ツ
ィ
ウ
ス
女
史
の
前
記
比
較
音
韻
論
と
メ
ン
ゲ
ス

氏
の
こ
の
論
文
に
刺
激
さ
れ
て
J
・
ベ
ン
ツ
イ
ン
グ
氏
は
音
韻
論
、
形
態
論
、

シ
ン
タ
ク
ス
に
わ
た
る
ツ
ン
グ

l
ス
比
較
文
法

(
E
O
Eロ
m
g
u
n
r
g
ω

マ

門
田

nyg-
〈

O
B
E
n
r
aロ
O
H
S円
m-Enyoロ仏
g
の
5
5
g
a
F・
巧
給
与
邑
g
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E
m印
)
を
時
製
表
し
た
。
こ
れ
は
ソ
連
を
は
じ
め
各
園
の
ツ
ン
グ
l
ス
語
研
究
者

た
ち
の
注
目
を
ひ
い
た
。
そ
し
て
氏
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
メ
ン
ゲ
ス
氏
は
『
ツ

ン
グ

i
ス
諸
語
』

(
U
5
2ロ
m
g
u
n
Zロ
ω匂
岡
田

n
r
g
-
回
目
仏
σznr
舟
HOHF・

巾ロ冨一回印
HFF
切
門
】
・
〈
・
〉
-SF伯仲
FF
〉
V
R
r・
ロ
戸
、
H
，Z
ロ
m
g
o
-
o
m
5・
戸
市
三
品
ロ
¥

問
。

Z
H
g∞
)
を
護
表
し
た
。
こ
れ
は
総
論
と
エ
ヴ
ェ

γ
キ
、
ラ
ム
l
ト
、
ゥ

デ
へ
、
ナ
ナ
イ
語
、
女
H
H
語
と
に
分
れ
、
と
く
に
動
調
活
用
の
通
時
論
的
研
究

に
お
い
て
き
わ
め
て
興
味
あ
る
見
解
を
展
開
し
て
い
る
。
ツ
ン
グ
l
ス
形
態
論

に
お
け
る
メ
ン
ゲ
ス
氏
ハ
ベ
ル
リ
ン
で
ト
ル
コ
事
、
ス
ラ
ヴ
皐
を
皐
ん
だ
氏
は

嘗
代
ま
れ
に
見
る
ほ
ど
の
驚
く
べ
き
ポ
リ
グ
ロ
ッ
ト
で
あ
り
、
該
博
な
言
語
知

識
は
有
名
で
あ
る
)
の
功
績
は
明
白
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
氏
が
「
ツ

ン
グ
|
ス
言
語
拳
へ
の
貢
献
」
に
よ
っ
て
さ
い
き
ん
事
術
賞
を
授
奥
さ
れ
た

〈

J
-
ラ
l
ダ
l
氏
よ
り
の
私
信
に
よ
る
〉
と
い
う
の
も
嘗
然
で
あ
る
。

し
か
し
ツ
ン
グ
l
ス
諸
語
の
比
較
形
態
論
は
ま
だ
十
分
に
究
明
さ
れ
て
は
い

ず
、
こ
の
方
面
に
お
け
る
新
た
な
研
究
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

朝

鮮

語

研

究
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筆
者
は
朝
鮮
語
に
つ
い
て
書
く
資
格
は
な
い
が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
を
簡

単
に
の
ベ
て
見
た
い
。
さ
き
に
見
た
よ
う
に
朝
鮮
語
を
ア
ル
タ
イ
系
言
語
と
見

る
設
は
一
九
二
七
年
に
ポ
リ
ワ

l
ノ
フ
に
よ
っ
て
、
一
九
二
八
年
ラ
ム
ス
テ
ッ

ト
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
、
こ
の
考
え
は
N
・
ポ
ッ
ベ
氏
に
よ
っ
て
う
け
つ
が
れ

(
「
朝
鮮
語
が
少
な
く
と
も
ア
ル
タ
イ
的
基
層
を
も
つ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」

Z
・

句
。
司
目
指
・
〈

m
H
m
r
k
y叩
ロ
仏
ぬ
の
同
曲
目
自
己
長
門
町
円
曲
目

g
u口
r叩ロ

ω旬同国
nrgW

4
5
2
v包
B
E
g
-
-
v・
由
〉
、
筆
者
の
畏
友
李
基
文
氏
(
ソ
ウ
ル
大
事
)
は
こ

の
説
を
う
け
つ
い
で
い
る
。
氏
は
『
園
語
史
概
説
』
ハ
ソ
ウ
ル
一
九
六
一
、

一
八
ペ
ー
ジ
〉
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
閏
式
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
に
北
方
系
諸
語
と
い
う
の
は
高
句
麗
語
そ
の

他
を
さ
し
、
南
方
系
諸
語
と
は
新
羅
語
そ
の
他
を
さ

す
。
つ
い
で
な
が
ら
こ
の
本
の
改
訂
再
版
が
一
九
七

二
年
九
月
こ
ろ
に
出
版
さ
れ
る
激
定
で
あ
り
、
そ
の

ド
イ
ツ
語
隷
が
ル
l
ル
大
事
東
ア
ジ
ア
事
部
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
る
議
定
で
あ
る
。
李
凶
宗
寧
氏
の
「
中
世

園
語
文
法
」
(
ソ
ウ
ル
一
九
六
一
)
は
ド
イ
ツ
の

護
者
に
は
専
門
的
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
で
、
ド
イ
ツ

誇
計
登
に
入
っ
て
い
な
い

(
B
・
レ
ウ
ィ
ー
ン
氏
の
私
信
〉
。
朝
鮮
語
は
た
し

か
に
ツ
ン
グ
l
ス
諸
語
と
の
あ
い
だ
に
系
統
的
関
係
を
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は

次
の
二
例
か
ら
で
も
わ
か
る
。

韓共通語

韓共通語

南方系諸語

アルタイ共通語

夫自主

夫徐共通語

北方系諸語

d3ap-<対3apa-取る，握る

d3afa-く吋3apa・握る

d3apa-取る，っかまえる

d3awa・<叫3apaつかまえる

朝鮮語

満洲語

ナナイ語

エヴエンキ

pis-<本pusu-注ぐ

fusu-<*pusu-水をまく

pisu・水をかける (Grubeによる〉

pisiuri<本pusu-水をかける

朝鮮語

満洲語

ナナイ語

オルチャ語

問
題
は
共
通
動
詞
ス
テ
ム
の

存
在
を
音
韻
法
則
に
て
ら
し

て
あ
き
ら
か
に
す
る
に
と
ど
ま

ら
ず
こ
れ
ら
の
ス
テ
ム
の
活

用
形
態
の
一
致
を
透
明
す
る
こ

と
で
あ
る
。
李
基
文
氏
の
研

究
(
〉
口
O
B宮
門
担
己
話
回
ZLu、

O同
宮
g
n
E
E仏
関

O
B
S
-

C
Hと
・
〉

-
z
-
R
Z
F
Y
H
r
p

nr巾♂

ωι
・
M
M内M内・山市町同

H
I

N
-

呂
町
∞
)
も
、
現
在
の
と
こ

ろ
で
は
ラ
ム
ス
テ
ッ
ト
の
ば
あ

い
と
お
な
じ
く
、
こ
の
黙
を
十

分
に
詮
明
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は

- 99ー
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進
ん
で
い
な
い
。

韓
国
の
ア
ル
タ
イ
ス
ト
と
し
て
は
李
基
文
氏
、
が
最
も
す
ぐ
れ
た
仕
事
を
し
て

い
る
が
、
数
年
前
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
翠
文
曲
学
部
で
ド
ェ
ル
フ
ァ
l
教
授
の
も

と
で
満
洲
語
の
研
究
で

2
H
0・
と
な
っ
た
李
喜
雨
氏
(
ひ
き
つ
づ
き
ゲ
ツ
チ

ン
ゲ
ン
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
)
の
翠
位
論
文
を
筆
者
は
ま
だ
見
て
い
な
い
。
李

喜
雨
氏
も
今
後
ア
ル
タ
イ
ス
ト
と
し
て
進
出
す
る
と
お
も
う
。
ポ
ッ
ベ
氏
の
流

れ
を
く
む
李
基
文
氏
の
活
動
は
可
な
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ポ
ッ
ベ
氏
に

た
い
し
て
こ
と
ご
と
に
封
抗
意
識
を
も
っ
ド
ェ
ル
フ

7
i
氏
の
流
れ
を
く
む
李

喜
雨
氏
が
今
後
の
斡
園
撃
界
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
か
興
味
が
あ

る
と
お
も
う
。
氏
は
李
基
文
氏
に
皐
ん
だ
と
い
う
。

ア
ル
タ
イ
撃
的
な
視
野
か
ら
離
れ
て
は
い
る
が
(
だ
か
ら
と
言
っ
て
著
者
自

身
決
し
て

ア
ル
タ
イ
撃
に
通
じ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
か
)
ル

l
ル
大
事

(
西
ド
イ
ツ
ボ
l
フ
ム
市
〉
東
ア
ジ
ア
闇
宇
部
の

B
-
レ
ウ
ィ
ー
ン
教
授
の
手
に

な
る
「
朝
鮮
語
動
調
形
態
論
」
(
忌

OG70]omFO
仏
g
r
o円
g
ロ
5nroロ
〈
R
Z・

4
〈

5
Z
ι
g
H
S
O
)

は
朝
鮮
語
の
最
も
困
難
な
問
題
と
本
格
的
に
と
り

組
ん
だ
研
究
で
あ
る
。

氏
は
朝
鮮
語
動
詞
の
針
通
法
に
闘
す
る
論
文
(
ロ

2

5
B
G巾
a。
ロ
包
巾
切
巾

NE同
一
ヨ
町
内
D円2
2回円}戸市ロ・〉
n
g
O
ユES--ωZAwm
ユ'

g
ι
-
3・
H
h
E
g
H
S
H〉
も
護
表
し
、
ラ
ム
ス
テ
ッ
ト
以
後
の
最
も
す
ぐ
れ

た
朝
鮮
語
研
究
家
で
あ
る
こ
と
を
賓
壇
起
し
て
い
る
(
レ
ウ
ィ
ー
ン
氏
は
本
来
日

本
語
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
語
閥
係
の
一
連
の
著
述
は
有
名
で
あ
る
〉
。

氏
は
U
H・
穴
君
。
ロ
(
槌
)
出
3mHHMM、8
1
1
1
ル
l
ル
大
撃
の
朝
鮮
語
の
講

師
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
事
の

E
・

o・
|
|
の
協
力
の
も
と
に
朝
鮮
語
の
研
究
を

す
す
め
て
い
る
。

つ
い
で
な
が
ら
楢
氏
の
事
位
論
文
は
り

g
r
2
2
2帥
n
z

〈
Rσ
¢

5
2
H間口
ロゲ
巾
ロ
ヨ
ユ
色
。
ョ
同
一

S
2
n
Zロ
ロ
ロ
仏
』
田
宮
口
広

nroロ
〈
OH寸
EB-

NEH
斗
可
唱
。
-D明
広
仏
g
烈

0
5
2
2
n
r
oロ・

S
S
で
あ
る
。

朝
鮮
語
を
第
一
に
日
本
語
と
、
そ
し
て
副
次
的
に
ア
ル
タ
イ
諸
語
と
比
較
研

究
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
橋
氏
に
つ
づ
い
て

S
・
7
l
チ
ン
氏
(
現
在
、
イ
エ

ー
ル
大
事
言
語
皐
教
授
)
に
よ
っ
て
愛
表
さ
れ
た

(ω
白
ヨ
ロ
色
刷
・
7
白
血
門
江
戸

C
E
n白
-
2
E
2
8
5
Z
Z口
問
穴

D
B
g
g
r宮
耳
目
巾
・
戸
吉
岡

E
m
0・
お
l
N

S
出品
〉
。
ア
メ
リ
カ
の
こ
の
才
気
換
裂
の
撃
者
は
三
二

O
の
朝
鮮
語
単
語
を
日

本
語
と
比
較
し
て
い
る
。
ア
ス
ト
ン
、
金
津
圧
三
郎
(
『
日
韓
雨
園
語
同
系
論
』

東
京
一
九
一

O
年
)
、
大
野
晋
氏
(
『
日
本
語
の
起
源
』
東
京
一
九
五
七
年
。

つ
い
で
な
が
ら
そ
の
英
謀
本
|
国
際
文
化
振
興
曾
一
九
七

O
年
|
に
射
す
る

鋭
い
批
評
が

R
・
ミ
ラ
l
氏
に
よ
っ
て
さ
い
き
ん
後
表
さ
れ
た
云

0
2
5
3
S

Z
3
0ロ
F
n
p
g・
5
一
戸
〉
に
よ
る
こ
こ
ろ
み
は
、
日
・
朝
雨
語
の
親
族
関
係

を
設
明
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
行
っ
て
い
な
い
。

マ
ー
チ
ン
氏
の
所
説
に
つ
い

て
も
、
同
じ
こ
と
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
ー
チ
ン
氏
の
研
究
に
つ
い

て

R
・
ミ
ラ
|
氏
の
批
評
が
護
表
さ
れ
て
い
る

(HND可
〉
ロ
仏
お
宅
ハ
ロ
向
ニ

-R

c
z
r司
2
2巾
司
roロ
o-om可

g
仏

関

R
g白
山
田
市
宮
市
田
町
吋
巳
巳

-oar-円
y

ピ
コ
同
己
担
問
0

・
8

y

sミ
〉
。
日
本
や
韓
国
の
奉
者
、
が

7
1
チ
ン
論
文
に
た
い

し
て
批
評
を
設
表
し
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

-100ー

ア
ル
タ
イ
比
較
言
語
隼

も
っ
と
も
狭
い
意
味
の
ア
ル
タ
イ
撃
と
い
う
の
は
、
ア
ル
タ
イ
系
諸
言
語
の

相
互
関
係
の
研
究
、
つ
ま
り
ア
ル
タ
イ
比
較
言
語
事
を
さ
す
。
と
こ
ろ
で
、
ア

ル
タ
イ
諸
語
の
親
族
関
係
は
ま
だ
透
明
ず
み
で
な
い
か
ら
、
厳
密
に
は
「
ア
ル

タ
イ
系
諸
語
」
と
い
う
用
語
も
篠
件
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
の
ベ

た
。
そ
れ
で
は
、
ア
ル
タ
イ
系
諸
語
と
い
う
の
は
、
類
型
間
学
的
な
パ
ラ
レ
ル
を

一
示
す
諸
言
語
を
き
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
躍
な
る
類
型
皐
的
な
紙

念
で
あ
ろ
う
か
。
長
い
歴
史
の
過
程
に
お
い
て
隣
接
の
た
め
に
生
じ
た
庚
い
借
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用
関
係
に
よ
っ
て
ア
ル
タ
イ
諸
語
の
共
通
性
は
生
ま
れ
た
の
か
。
ア
ル
タ
イ
言

語
の
親
族
関
係
を
想
定
す
る
事
者
を
ア
ル
タ
イ
ス
ト
、
隣
接
に
よ
る
康
範
な
借

用
に
よ
っ
て
成
立
し
た
関
係
と
見
る
塵
者
を
ア
ン
チ
・
ア
ル
タ
イ
ス
ト
と
稽
す

る
。
ク
ロ

l
ゾ
ン
卿
(
ロ
ン
ド
ン
)
、
シ
ノ
l
ル
氏
(
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
事
)
、

シ
チ
ェ
ル
パ
ク
氏
(
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
言
語
聞
学
研
究
所
〉
、
ベ
ン
ツ
イ
ン
グ

氏
(
マ
イ
ン
ッ
、
大
事
イ
ス
ラ
ム
率
教
授
)
、
ド
ェ
ル
フ

7
1
氏
(
ゲ
ッ
チ
ン

ゲ
ン
大
島
T

)

は
ア

γ
チ
・
ア
ル
タ
イ
ス
ト
で
あ
る
(
後
述
の
ス
l
ニ
ク
編
著
、

二
三
、
二
四
ペ
ー
ジ
に
ア
ン
チ
ア
ル
タ
イ
ス
ト
の
関
係
文
献
が
あ
げ
で
あ
る
〉
。

ア
ル
タ
イ
ス
ト
の
代
表
は
現
代
に
お
い
て
は
ポ
ッ
ベ
氏
(
シ
ア
ト
ル
)
で
あ
る
。

リ
1
ゲ
テ
ィ
氏
(
プ
ダ
ベ
ス
ト
)
は
明
白
な
ア
ル
タ
イ
ス
ト
と
は
言
え
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
中
間
波
よ
り
は
ア
ル
タ
イ
ス
ト
寄
り
で
あ
る
。
ソ
連
に
お
い

て
は
ア
ル
タ
イ
諸
語
研
究
家
た
ち
の
態
度
は
一
時
媛
昧
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は

だ
い
た
い
に
お
い
て
ア
ル
タ
イ
ス
ト
の
立
場
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
と
み
と
め

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
七
一
年
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
お
い
て

O
・
P
-
ス
l

ニ
ク
氏
編
集
の
も
と
に
出
版
さ
れ
た
論
文
集

「
ア
ル
タ
イ
諸
言
語
の
共
通
起
源

の
問
題
」
(
口
司

oqb巾吉田

o
q
E
5
2出

2
4田
町
円
目

E
H
E
E
S回
)
に
お
い
て

多
く
の
論
者
が
ア
ル
タ
イ
ス
ト
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

こ
の
論
集
は
一
九
六
九
年
五
月
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
関
か
れ
た
第
一
回
ア
ル
タ

イ
曾
議
に
お
け
る
護
表
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
編
者
ス
l
-一ク

氏
は
熱
心
な
ア
ル
タ
イ
ス
ト
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
ス
l
ニ
ク
氏

ら
も
印
欧
比
較
文
法
が
印
欧
諸
語
の
親
族
関
係
を
壇
証
明
す
る
た
め
に
提
出
す
る

よ
う
な
説
得
力
あ
る
デ
ー
タ
を
十
分
に
提
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ル

タ
イ
諸
語
の
名
司
祭
化
の
形
式
や
動
詞
活
用
の
形
式
の
資
質
的
一
致
を
設
拐
す

る
こ
と
は
ま
だ
十
分
に
成
功
し
て
い
な
い
。
つ
い
で
な
が
ら
ア
ル
タ
イ
諸
諾

動
詞
比
較
研
究
で
は
依
然
と
し
て
ラ
ム
ス
テ
ッ
ト
の
「
ハ
ル
ハ
・
モ
ン
ゴ
ル
語

活
用
L

(

一
九

O
三
〉
と
「
モ
ン
ゴ
ル
・
ト
ル
コ
語
動
詞
幹
形
成
論
」
(
一
九
-

二
)
が
も
っ
と
も
光
っ
て
い
る
。

ア
ン
チ
ア
ル
タ
イ
ス
ト
が
、
ア
ル
タ
イ
諸
語
共
通
要
素
を
長
期
の
隣
接
に
よ

る
借
用
で
説
明
し
つ
つ
も
、
各
A

の
ア
ル
タ
イ
系
言
語
の
旭
形
の
母
音
細
胞
系
を

再
構
す
る
と
き
同
一
と
な
っ
て
し
ま
う
鮎
、
復
元
さ
れ
た
子
音
健
系
も
ほ
ぼ
同

一
に
な
る
、
と
い
う
の
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
同
一
性
を
借
用
に

よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
ポ
ッ
ベ
氏
の
『
ア
ル
タ
イ
諮
語
比
較
文
法
、
第
一
部
比
較
音
韻

論
』
〈
ウ
ィ
l
ス
バ

l
デ
ン
一
九
六

O
年
)
の
比
較
例
が
こ
と
ご
と
く
無
篠

件
に
是
認
さ
れ
う
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
著
者
の
比
較
例
が
借
用

(
借
用
な
ら
そ
の
方
向
)
か
否
か
を
深
く
考
え
、
借
用
の
疑
い
の
あ
る
も
の
は

取
り
の
ぞ
き
、
そ
の
出
版
後
に
お
い
て
見
出
さ
れ
た
好
い
比
較
例
を
く
わ
え

て
、
現
在
ア
ル
タ
イ
ス
ト
に
よ
っ
て
愛
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
本
の
改
訂
再
版
が

要
望
さ
れ
て
い
る
。
ス
l
ニ
ク
編
著
は
こ
の
鮎
、
ポ
ッ
ベ
著
書
出
現
以
後
の
ア

ル
タ
イ
皐
(
狭
義
の
〉
へ
の
大
き
な
寄
奥
で
あ
る
。

ア
ン
チ
ア
ル
タ
イ
ス
ト
の
旗
手
1

1
と
言
っ
て
も
相
嘗
の
高
齢
で
あ
る
が

|
|
ク
ロ

l
ゾ
ン
卿
が
言
語
年
代
事
(
語
会
統
計
事
〉
の
立
場
か
ら
、
ソ
連
の

言
語
昼
界
の
雑
誌
「
言
語
事
の
諮
問
題
」
(
一
九
六
九
、
五
鋭
)
に
「
ア
ル
タ

イ
設
を
語
会
統
計
皐
的
に
検
討
す
る
」
と
い
う
論
文
を
毅
表
し
、
ア
メ
リ
カ
の

ス
ウ
ォ
デ
シ
の
基
礎
語
象
表
に
よ
っ
て
ト
ル
コ
、
モ
ン
ゴ
ル
、
満
洲
語
聞
の
共

通
要
素
を
数
え
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
を
同
系
と
見
な
す
に
は
あ
ま
り
に
も
少
し

し
か
共
通
語
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
議
論
を
述
べ
た
が
、
そ
の
後
、

同
じ
雑
誌
(
一
九
七
一
、
三
貌
〉
に
こ
れ
に
劃
す
る
反
論
(
「
ア
ル
タ
イ
設
と

語
集
統
計
事
じ
が
リ
!
ゲ
テ
ィ
氏
に
よ
っ
て
愛
表
さ
れ
た
。
わ
が
園
で
も
言

語
年
代
皐
の
日
本
へ
の
導
入
者
服
部
四
郎
氏
と
泉
井
久
之
助
氏
と
の
間
に
、
そ

-101ー
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の
公
式
の
服
部
氏
に
よ
る
修
正
の
試
み
の
理
論
的
根
擦
を
め
ぐ
っ
て
は
げ
し
い

ポ
レ
ミ
ク
が
「
計
量
園
語
皐
L

誌
上
で
展
開
さ
れ
た
が
(
泉
井
氏
の
も
の
は
氏

の
論
文
集
「
言
語
の
世
界
」
に
採
録
)
、
ク
ロ

l
ゾ
ン
卿
、
リ
l
ゲ
テ
ィ
氏
と

の
間
で
は
、
ア
ル
タ
イ
諸
語
親
族
関
係
透
明
に
言
語
年
代
撃
が
有
数
か
無
数
か

が
宇
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
無
数
で
あ
る
、
と
い
う
設
が
有
力
で

あ
る
の
は
笛
然
と
言
え
る
。

ア
ル
タ
イ
説
は
一
患
に
確
立
さ
れ
そ
う
で
は
な
い
が
、

悲
観
的
な
見
透
し
で

は
な
い
。
朝
鮮
語
や
日
本
語
の
資
料
も
ア
ル
タ
イ
訟
の
確
立
に
貢
献
す
る
こ
と

は
た
し
か
で
あ
る
。
朝
鮮
語
に
つ
い
て
は
ポ
リ
ワ
l
ノ
フ
、
ラ
ム

ス
テ
ッ
ト、

ポ
ッ
ベ
氏
(
「
比
較
ア
ル
タ
イ
文
法
」
〉
、
李
基
文
氏
ら
の
す
ぐ
れ
た
資
料
が
あ

る
が
、
朝
鮮
語
の
比
較
研
究
は
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
言
わ
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。
ま
た
日
本
語
の
比
較
研
究
に
つ
い
て
言
え
ば
、
従
来
は
き
わ
め

て
不
完
全
な
単
語
比
較
の
域
を
出
な
か
っ
た
程
度
で
あ
る
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ

の
ロ
イ
・
ミ
ラ
l
氏
が
『
日
本
語
と
他
の
ア
ル
タ
イ
諸
言
語
』
Q
昌
2
2
白
血
ロ
仏

。
手
巾
?
E
E
n
Z
ロ
m
g
m
g
シ
カ
コ
大
事
出
版
部
、
一
九
七
一
〉
と
題
す
る
モ

ノ
グ
ラ
フ
を
設
表
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
(
筆
者
に
よ
る
そ
の
書
評
は

冨
0
2
ヨ
g
g
Z
3
0包
3

3
芯

四
鋭
に
愛
表
さ
れ
た
〉
。
氏
は
日
本
語
の

ア
ル
タ
イ
的
要
素
を
ア
ル
タ
イ
比
較
言
語
撃
の
立
場
か
ら
解
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ま
で
行
な

っ
て
来
た
と
こ
ろ
と
本
質
上
一
致
し

て
い
る
が
、

徹
底
的
に
こ
の
問
題
を
追
求
し
よ
う
と
か
ま
え
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
今
後
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。
氏
は
以
前
は
イ
ェ

l
ル
大
事
数
授
で
あ
っ

た

が
、
日
本
語
を
研
究
す
る
に
は
も
っ
と
日
本
に
近
い
方
が
有
利
と
考
え
た
せ
い

か
ワ
シ
ン
ト
ン
大
皐
(
シ
ア
ト
ル
)
に
移
っ

た
〈
し
か
し
氏
の
移
側
を
う
な
が

し
た
も

っ
と
重
要
な
動
機
は
ポ

ッ
ベ
氏
が
ワ
シ
ン
ト
ン
大
事
に
い
る
た
め
で
あ

る
。
ポ

ッベ

氏
及
び
そ
の
周
囲
の
人
々
と
の
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
、が
氏
を
シ

ア
ト
ル

に
定
住
さ
せ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
)。
臼
本
語
の
ア
ル
タ
イ
撃
的
研

究
は
箪
語
比
較
の
域
を
脱
し
て
形
態
比
較
に
進
む
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
日
本
語
と
ツ
ン
グ
l
ス
と
の
比
較
研
究
か
ら
将
来
、
興
味
あ
る
成
果
が
期

待
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
原
始
ツ
ン
グ
l
ス
語
に
射
し
て
強
調
・
詠
嘆
の
助
詞

与
白

¥ιω
が
再
構
さ
れ
(
そ
の
異
形
2
3
¥長老

9
4白
¥
養
3・
2
5¥
z
g
)

そ
れ
が
封
格
接
僻
、
時
・場
所
の
副
詞
の
形
成
、
一
詠
一
嘆
に
用
い
ら
れ
る
に
い
た
っ

た
と
見
ら
れ
る
一
方
、
原
始
日
本
語
で
も
強
調

・
詠
嘆
の
助
詞

ι白
¥ιω
が

再
構
さ
れ
(
そ
の
異
形
で
後
に
ま
で
侍
わ
っ
た
も
の
者
P

者
ωw

宮
u

自
ω
〉
ツ

ン
グ
l
ス
語
と
お
な
じ
機
能
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
と
お
も
う
。

ま
た
、
四
段
活
用
形
式
は
ツ
ン
グ
l
ス
語
の
活
用
形
式
と
密
接
な
閥
係
が
あ
る
。

日
本
・
ツ
ン
グ
1
ス
共
通
語
と
し
て
と
E
F
「
(
靴
や
き
も
の
を
)
脱
ぐ
」
と

い
う
動
詞
ス

テ
ム
が
再
僻
さ
れ
る
(
エ
ヴ
ェ
ン
キ

Z
F
、
ェ
ウ
ェ

ン
ロロゲ、

ウ
デ
へ
z
r
g
句
、
古
代
日
本
語
ロ
c
r
・
「
脱
ぐ
」
〉
。
そ
の
ア
オ
リ
ス
ト
形

i
、

H
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

凋
窓
辺
父
、
l
u
F
叫

瑚

刈

斗

h
Z
M
T
】

-102-

と
c
r
'
E
V
E
rs

ロ
ErRW

と
z
r
-
H
同
v
z
r
ロ

ロ
E
r
z

刈
斗
Z
U
F

マ
一
(
滞
情
内
選
)

乙Er・円
曲
v
z
g
r
'
r
白
〉
ロロ}両国

U
1
斗

z
u
p
〒

固

(

同

開

通

夜

〉

品
ニ
ロ
]
守
口
V
ロ
z
r
'
r
同
〉
ロ
E
r
F

ラ
行
鍵
格
活
用
以
外
の
日
本
語
動
詞
の
終
止
形
語
尾
'
E
は
?
司
ロ
に
さ
か

の
ぼ
り
、
こ
れ
は
南
ツ
ン
グ
1
ス
諸
語
の
非
人
稽
形
動
詞
語
尾
・
司
D
¥
・
唱
ロ
と

同
源
と
見
ら
れ
る
。
こ
ん
ど
日
本
語
の

ア
ル
タ
イ
的
部
分
と
ツ
ン
グ
l
ス
語
と

U
可

斗

屯

M
T
国

凋
添
田
U

許
制



の
形
態
比
較
が
進
め
ら
れ
る
と
お
も
う
。
ま
た
朝
鮮
語
と
日
本
語
と
の
比
較
も

形
態
論
比
較
に
す
す
む
と
思
う
。
ツ
ン
グ
l
ス
語
、
朝
鮮
語
、
日
本
語
の
比
較

研
究
は
ア
ル
タ
イ
撃
に
た
い
し
て
新
し
い
分
野
を
き
り
ひ
ら
く
に
い
た
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

「
ア
ル
タ
イ
率
」
に
つ
い
て
筆
者
の
自
に
映
っ
た
も
の
、
ま
た
筆
者
の
考
え

て
い
る
こ
と
な
ど
を
雑
然
と
述
べ
た
。
ア
ル
タ
イ
比
較
言
語
事
に
つ
い
て
は
現

在、

G
・
I
-
ラ
ム
ス
テ

ッ
ト
の
「
ア
ル
タ
イ
言
語
事
紙
論
」
(
開

zzrzロ間

宮
門
回
一
巾
白

-ggnZω
唱

g
n
7
3
8
m
g与
え

C

I

「
音
韻
論
」
(
ヘ
ル
シ
ン
キ

一
九
五
七
)
、

E
「
形
態
論
」
(
一
九
五
二
)
、

E
索
引
ハ
一
九
六
六
)
、
ポ

ッ
ペ

氏
の
「
ア
ル
タ
イ
諸
語
比
較
文
法
、

I
音
韻
論
」
(
ウ
ィ

l
ス
パ

l
デ
ン
一

九
六

O
〉
、
「
ア
ル
タ
イ
言
語
昼
概
論
」

Q
E
H
D
E
a
s
g
E
S片
口
町
ロ
伺
Z
2
・

2
6
〈
ウ
ィ

l
ス
パ

l
デ
ン
、
一
九
六
五
)
が
あ
る
が
、
ポ
ッ
ベ
氏
の
恩
師

w-
コ
ト
ウ
ィ
チ
の
「
ア
ル
タ
イ
諸
語
研
究
」
(
ク
ラ
コ
フ
一
九
五
三
、
ロ
シ

ア
課
モ
ス
ク
ワ
一
九
六
二
〉
、
「
ア
ル
タ
イ
諸
語
の
代
名
詞
」

p
g
官
g
o
g∞

e
g
E
-
g
mロ
g
巳

E
官
g
〉
(
ク
ラ
コ
フ
一
九
一
一
一
六
)
が
き
わ
め
て
有

益
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
て
お
き
た
い
。

ア
ル
タ
イ
比
較
言
語
壌
に
劃
し
て
日
本
人
事
者
の
貢
献
が
で
き
る
分
野
は
と

く
に
満
洲
・
ツ
ン
グ
l
ス
・
朝
鮮
・
日
本
語
の
比
較
研
究
に
あ
る
と
筆
者
は
見

て
い
る
。

遁

雪

Ez--
一回
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以
上
を
書
き
お
わ
っ
た
後
で
、

p
I
A
C
の

Z
9
3
Z
2
m
H
Z
0・
叶
〈
〉
司
HF-

E寸
N
〉
を
書
記
長
の
シ
ノ
l
ル
氏
(
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
事
〉
か
ら
受
け
と
っ

た
。
こ
の
腕
に
は
A
・
N
-
コ
l
ノ
ノ
フ
氏
の
「
ソ
連
に
お
け
る
ア
ル
タ
イ
言

語
皐
概
観
」
と
題
す
る
第
十
四
回
P
I
A
C
(
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
セ
ゲ
ド
市
、
一

九
七
一
年
八
月
)
へ
の
報
告
の
英
課
が
の
っ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
報
告
を
ゼ

ゲ
ド
で
聞
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
は
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
口
頭
護
表
の
た

め
、
氏
は
詳
し
く
報
告
を
讃
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
英
謬
八
ペ
ー
ジ
は
ソ
速
の
ト

ル
コ
語
研
究
、
モ
ン
ゴ
ル
語
研
究
、
ッ
ン
グ
l
ス
・
満
洲
語
研
究
を
手
ぎ
わ
よ

く
概
括
し
て
い
る
。
拙
論
は
こ
れ
を
活
用
で
き
な
か
っ
た
の
を
残
念
に
お
も

う
。
讃
者
が
そ
れ
を
あ
わ
せ
讃
ま
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
。
コ

l
ノ
ノ
フ
氏
の

報
告
は
ソ
連
に
お
け
る
ア
ル
タ
イ
諸
語
研
究
が
組
織
的
に
、
計
蜜
的
に
行
な
わ

れ
て
い
、る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
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